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太陽黒鮎から地球への影響（1）
（プラネタリウム演出による講演）
理智博士　山本一清
　皆様今日は特別講演の第…回でありまして，太陽の黒黙¢）お話をするのです
が，その前に一寸この太陽の位置とそれから星との關係を一言申します．
　今こSに現れて居るのはこの3月9日の夕暮よりも少し時刻の早V・時の太陽で
あります．太陽が見えて居る書闇ですから星は見えませぬ．しかしこれから段
々時刻が輕って，太陽が西へ沈んで行くと星が現れて來ます・あの，太陽と一
緒に西へ行く星が水星で・、その後から金星，土星，火星などとV・ふ星が績V・て
來ます．それから段々室が暗くなりますと外の星も現れて來ます．絡ひには釜
々増して，数へ切れない程澤山の星が出て來ます．かうして夜になってしまひ
ます．3月から4月に掛けてはまだ冬の星塵が西に現れてゐます・殊にあの三つ
星を眞申にしてその邊り全盟が最も綺麗なオリオンの星座です．それからその
南方の方には大犬の星座とV・ふ有名なのがあり，右には牛の星座，其の北には
駅者の星座，双子の星座，このとなりには小犬の星座といふやうにあります・け
れども段々時刻が経って行きますと，かうした星も絡ひには西の方へ沈んでし
まって，東の：方からは段々薪しい星が現れて來ます．二二の室は非常に早く動
かして居る繹で，實際の室の蓮動の200倍も早く動かして居ります．もはや夜
中となり，まもなく明け方になって來ます．さうすると太陽が現れて，朝「お
早う」といふ時になります．東が白んで木星が出そ，間もなく太陽が出て來ま
す．今愈々朝です．もう室は段々明るくなって星の激が減って行きます・．この
太陽が…つ見えるか見えないかによって，世界中が明るくなったり暗くなった
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りする大きな偉力を持ってるるのですが，太陽といふものは御承知の通り，非
常に光の明るV・もので，星のどれを比べて見ても，勿論月や外の遊星と比べて
見ても，其等は皆太陽の何千分の一，何萬分の一といふ小さな光を持って居るに
過ぎなV・のです．星の中には一一一i等星，二等星なんて特別に明るV・ものがあり，随
分明るい星もありまずけれど，しかし，太陽には皆負けてしまぴます・「それな
ら，この太陽は本瓦に實二三の光の實力が彊V・かといひますと，必ずしもそう
ではありません．先程から御覧に入れたあの多くの星の大部分は，實は皆よそ
の世界の太陽なんです．何しろ遠方にあるものですから，かすかな光が見えて
居るに過ぎなV・のです．この太陽やら星の研究をします爲に，天丈二者は例へ
ば天にこうした物指をあてます・恰度こNに出て來ましたやうに，太陽の傍を
通って正しい南北の線，之を子午線といひます・それに封して直角に交はつて
る線が赤道，それからこの赤道に並行してこSにもこんな線がある．これは斗
星の緯度を現はす線です．それから叉，縦に澤山線があるのは星の経度を現す
ものです．この縦横の線を使ぴまして，例へばこの星の経度が何度何分である
か，緯度が何度何分であるかといふやうにして其の位置をいひ現します．所が
その外に樹斜にすっと三線で出來て居る線があります．之は黄道といぴます．
わが地球から見ますと太陽はその黄道にうまく乗って，西から東へ動いて行く
やうに見えるのです．太陽はさき程から丁度一廻りして來ましたから，今は3
月10日の所にありますが，これから後も一日毎にこの一一つづ』霜を追うて行き
まして3月21日にはこXにやって來ます．これが春分鮎，即ち春の彼岸の中n
です．それから3月，4月，5月といふように年月が経って行く・この黄道の上
を太陽が動くことによって，地球の上には春や夏が訪れ，又秋になり参になっ
て叉1年目一廻りして露って行くといふやうに，1年の春夏秋冬がくり返され
るのです・この1年春夏秋冬がどういふ風に天上に現れて來るかといふことを
皆様によく見て頂きたいと思ぴます・
　今御覧の通り星は動いて居りますが，その間を太陽も動いて居ますし，又土
星やら金星やら水星やらも動いて居ます・こうして動く多くの星の間を太陽
がどんな蓮動をするかといふことを見て戴きたいのです．先程もいひました通
り太陽は黄道の上を動いて行きますが，其の高さからいへば高くなったり，低
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くなったりするのです．春分を過ぎて6月22日の夏至になりますと，この夏
至鮎といふ場所へ太陽がやって來ます．その時のお書の太陽の高さはこんなに
高い．所が夏至を過ぎますと段々太陽が低くなって，9月の23日になりますと
秋分印ち秋季輩出祭の時には太陽はこれ程の低さになります．叉それを過ぎて
10月，11月に入りまして，12月22日この参至瓢の場所へ太陽が來ますと，Hの
一番短V・時，冬至です．この日が一番太陽が低V・時です．かういふ風にこの高
さからこの高さまでの聞を太陽は1年の聞に廻る．それから叉1月になれば叉
少しつつ上って，來年の3月には元の春分の所へ脇って論るのです・太陽はか
ういふ風に蓮動をするのです．之によって御承知の通り暦には1日とV・ふもの
が出來，1年といふものも出來ます．この1日や1年の攣化によって面訴の匿
別，春夏款冬の馬面がいろいろに現れて來，塞かつたり暑かったりして我々の
生活を支配することになるのです．所が，この太陽とV・ふものは唯かうして高
くなったり低くなったり，或は明るくなったり暗くなったりするだけでなし
に，面外にも色々面白V・ことがあります・
　太陽について少し詳しいことを今から申したいと思ひます．秘めに先づ太陽
の歌態を皆様に先づ見て頂くことにします．
　太陽は非常に大きなものであります．この圖は太陽の大きさです・そうして
其の太陽の弟子である木星や土星の大きさを比較して頂きたV・．これ位のもの
が太陽で，その10分の1が木星，これが土星，これが天王星，こちらが海王星，
これが地球です．この地球の大きさは太陽に比べて，直径にしますと，100分の
1よりももう少し小さV・．この地球よりまだ小さいものが金星であり，火星であ
り，それからこXに水星もある．かういふやうに天艦の大きさにも，上には上
があるもの，下には下があるもので，地球を忌中にしましてこんな大きな太陽
から，眼に見えなv・程小さい水星に至るまで，これ全艦が一つの家族を作って
ゐまして，此等全部が太陽から光と熱とを受けて，色々の面白い現象を起すの
であります．それを我々が地球から見て居ると，先程御覧のやうに，黄道の上
を行ったり來たりして蓮動ずるやうに見えるのです．
　これは太陽の爲眞です。左の方は普通の目で見えてみる太陽を普通の寓眞で
撮ったものです．この上に時々こんなやうな黒黙が出て來ます．太陽黒黙とい
272 太陽黒貼から地隷への影響 笑界207
ふ有名なものです．しかし，何時でもこの形で出て來るものではありませぬ．
大畑これは今から20年歯面に撮った爲眞を1枚出したものです．この黒鮎を（普
通の目では見えませぬけれども）特に爲眞機に或る装置をし■，カルシウムの
董色の光を以て無心を取って見ますと，右側の爲眞になります・この2つの爲
眞は同じ時に同じ場所で撮ったものですけれど，爲眞の機械装置が違ふので，
右の方は色々な模様が現れて來て居ります．この黒鮎の周園に白いものがあり
黒黙のない所にも白いものがあったりします．この白いのは太陽の表面にある
カルシウムのガスが輝いて居る模様が現れて居るのです．大面，この黒黙とい
ふものは，こXにもありこycもある，太陽面上列になって現れて居るもので
す．
　この黒難を一つだけ大きくして見ますとこんなものです．これ全髄が一つの
黒窯で，こNにその中にもこんな大きなのがあり，叉もう一つ大きなのもあり
ます．誠に複心な形をして居ます。尤もこの爲屓は非常に大きく廣げてるます
が，一重この割合で太陽の艦はどれ位になって居る筈かといひますと，この場
合には太陽の大きさがこのド1ムよりももっと大きくなります．これ程廣げた
場合に黒鮎とV・ふものはかういふ風に現れて來る・けれども又地球の大きさを
一緒に考へて見ますと，この一部分のこれだけでも，地球よりもつと赴きV・の
で，地球の大きさは大禮これ位のものです・この中に太李洋があったり太西洋
があったりするんですが，それよりも3倍も5倍も大きい黒黙が太陽の表面に
は幾らでもあるのです．
　次にこれは太陽の表面を水素の光で撮った爲眞で，4つの爲眞が並べてあり
ます．段々太陽が自韓をする模様によって同じ七宝のある場所が少しつつ形が
攣って行く有様を現す爲に撮った童心です．
　次にこれは太陽の光が月の爲に隠されて日食が濃きる．殊に之は「皆既日食」
といぴまして太陽の光がすっかり隠れてしまふ，その爲眞です．恰度これは一一一
昨年6月19日に北海道で見えた日食の爲眞です．この眞中の黒玉は月です・そ
の向側に太陽がある筈なんです．月の背後の太陽からかういふ風に不思議な白
い光が出て居ます・コロナといひまして非常に光の淡いも・のです．
叉次にこれは昨年の6月81≡1に太寸寸で現れた皆既日食，私共が南米のペル1
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へ行って撮った篤眞です．眞中が月で周園にあるのがコnナです．前の爲眞と
見比べて頂きますと，同じ太陽からでもコロナの形が攣ってみるとV濡・ことが
分ります．
　次にこれはコロナといふものを顯微鏡にかけて非常に精密な構造を示したも
のです・この太陽の周團から非常に澤出の煙のやうなものが現れて居ります
が，太陽の光の中にはこんな複雑なものがあるのであります．
　次は，これは日食といふものがどうして回るかといふ理を現したものです．
上の圖も下の圖もそれなのです．こちらは月食，こ’ちらは日食の理を表すもの
です・かういふ風に太陽は誠に面白V・ものですが，この太陽から地球までの距
離は大艦月本の里歎でV・ひますと3β00萬里，米にして1億5，000萬粁です．
けれども3β00萬里，1億5，000萬粁なんてものは，天艦のことを考へます場合
tcは誠に僅かな距離iです．ホンのお隣りみたいなものです・これに比べるとそ
の外の星，先程も御覧に入れたやうな多数の星は，此の太陽の距離のまだ何萬
倍，何十萬倍，或は何百萬倍といふ遠方にあるのです．飴りに遠方なので，何
回とか何里とかいふことは蓉はなV・で，別な物指を使ぴます．例へば光といふ
もの，太陽の光にしても月の光にしても，星の光にしても，この光が星から星
へ傳はつて行く早さ，これは非常に早V・ものですが，之を利用します・光は一
秒聞に7萬6，000里進みます．帥ち地球の周りを7廻り牛以上廻ります．今かう
V・ふ早い乗物に乗って星から星まで族行して見るならばどれ位掛るだらうかと
計算をして見ます．帥ち，多くの星から私共の地球へ光が來るのに或は3年と
か，或は5年とか，或は100年とか，或は三千年叉は5萬年とか，10萬年とV・
ふやうな長い時聞が掛るのもあります．先程から御覧に入れた星の中にはそん
な星が澤山あります．それに比べると，我が太陽からは，光が1億5，000萬粁の
距離を通って我が地球まで回るのに，僅に8分聞です．之で以て太陽といふも
のが，遠いやうに見えて實は近いものであることが分ります．こんな近いもの
であります爲に，星と比べて見ますと，一般に星よりも實力が随分弱いのです
けれど，それでも，太陽一つで以て世界中が明るくなるやうな大きな働きをし
ます．所が，この太陽には，先程も申しましたやうに時々黒黙とV・ふ攣なもの
が現れます，この二二といふものは一一・ee何物であるかといふことは，随分前か
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ら研究されて居ますが，今も！両これは問題であります・黒酒を見つけたのは，
望遠鏡が出來てから，離ち今から300年前にイタリ1のガリレオとV・ふ學者が
磯見したといふことになってゐまずけれど，併しながら，色々歴史を調べて見
ますと，本當に黒鮎を獲見したのは西洋人ではないのです．東洋人の，非常に
鏡V・眼を持って居った人が．今から少くとも2，000年前に太陽の黒鮎を見つけ
たと言ふ記録があります，支那の古い書物を讃んで見ますと，「日中に黒子あ
り」といふことが書V・てある．これを唯「黒V・」といはすに，烏みたやうなも
のが居るといふやうな言葉で書いた所があり，絡ぴには本四にそれが烏だとも
考へました．併しそれは地球に居る烏ではなくて，脚が三本あると言ふので
す．誰がいひましたことか知りませぬけれど，さういふ言が日本にも傳へられ
てるるのです．けれども何しろ之は肉眼で見て居った時代の観察ですから甚だ
不充分で，人によって黒鮎が見えた時もあり，見えなV・時もあるので樵績した
記録はありませぬ・運績した観測が現れて來たのはガリレオが黒貼を螢回して
以來，いや，もっと近いことです。併し櫃回した槻弓をやるやうになりまして
も，西洋人と比べて我が東洋人は負けてみなV・のでありまして，近頃も私が調
べた所に依りますと，天保年間に近江に國友藤兵衛といふ天丈家がありまし
て，その入が1ケ年牛も績けて，毎日々々，殊に1日の闇に午前と午後と2回つ
つ太陽の黒貼を観測した記録が今尚三ってるます．こうv・ふことがあってから
後，西洋の天文家が太陽黒鮎の催績観測を始めたのですから，この鮎に於ても
東洋人，殊に我が日本人は先鞭をつけて居ります，さて，黒鐵を毎日槻回して
見ますと，先程の爲翼にもありましたやうtc一一・つ一つの黒黙は形も憂り，又場
所も攣ります．大きさも攣ります・非常に攣り方の激しいものです．回り小さ
な二二は，朝現れて夕方なくなるとV・ふのもあります．僅か2，3時間の闇に，
或は5，6時聞の間に泊えてしまふのもあります．同時に叉新しいものが表れて
來るものです・今までの壽命の長いもののレコードとしましては，殆ど1年聞
も績いたことがありまずけれども，それは非常に稀で一・般には1週間とか，2週
聞とか，或は3週聞で生れたり沿えたりするものです．二黒鮎の形は先程大き
な血肉で御覧に入れたやうに無茶苦茶で，行いものもあb，長いのもあi），切
れ切れになってみるのもあり，一般には實に不規則な形をして居ますが，之を
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毎日見てゐますと，向って東から西の方へ少しづっ蓮動して行くのが見えま
す・さうして太陽面の東の端に現れてから約2週聞目に西の方へ隙れてしまふ
のが普通です．これは何故そのやう「 ﾉ蓮動ずるかといふと，太陽の髄が自分自
身で自轄をしてみるからです．恰度心素が廻るやうに太陽も廻ってゐます．所
がこの太陽の自轄の外に，術この黒雨そのものが場所を色々と攣へることがあ
る．叉，黒鮎の個々の位置は，長い聞，何ヶ月も何年聞も掛けて黒雨の雫均の
位置が太陽の表面のこの緯度の高V・所から緯度の低V・所に移り攣って滴るとV・
ふ事もあります。10年も20年も或は50年も80年も研究をして見ますと，黒窯の
現はれ方は殆ど決りのなV・程無茶苦茶な複雑な墾化をして居ます．殊にその中
で最も著るしい攣化は数の攣化です．多くなったり，少くなったりします．一
時に50も100も見えることがあります．さうかと思ふと一つも見えなV・日があ
ります．この歎が殖えた減ったりすることを昔の日本の國友藤兵衛，或は西洋
の天文學者も毎日々々数へて見ました．所が大艦之は11年を週期として数が殖
kたり減ったりするといふことが分りました．恰度この昭和13年といふ時は，
段々この2，3年堅牢貼の数が殖えて來てるる時です．
近年の黒貼最盛年と最衰年
　極　　大
1894年（明治27年）
1906年（同　39年）
1917年（大正6年）
1928年（昭和3年）
1939年
遇期
12年
11年
11年
王1年
?
　極　　小
1889年（明治22年）
1901年（同　34年）
1913年（大正2年）
1924年（同　13年）
1934年（昭和8年）
??????
　序に今よ｛）2，30年前からの記録を申しますと，明治38年頃には非常に黒子の
数が増して來ました．それから明治44年，45年頃にすっと黒黙の激が減ったこ
とがあります．それから大正6年，7年，8年頃に殖えまして，それから又大正
の12，3年頃に減りまして，それから今度は昭和の初めに殖えて，さうして叉
今から3，4年前に減砂ました．今は叉殖えて過てゐます。今度最も藪の多い年
になるのは多分來年か再訴年かと思はれます．1939年，40年頃に一番歎が殖え
るだらうと：豫想されます．（つN“く）
